
　

9月１０日（土）大和小学校からの土曜授業の
依頼で伝統文化の八月踊りを思勝青壮年団で児童
への指導を行いました。３年振りの八月踊りで，
唄をチジン（太鼓）に合わせ,踊りを行う訳ですが，
予想以上に忘れている部分があり,ブランクの大き
さにショックを受けました。集落によっては一年
を通して八月踊りの練習をしている所もあります
が，コロナ感染症拡大に伴い,中止による伝統文化
継承も危惧されています。また夏の”ひらとみ祭
り”を皮切りに毎週の様に行事が開催される中,特
に集落豊年祭でコミュニケーションが図られ，異
年齢交流が地域活性化されていました。今年も豊
年祭は開催中止ですが，10月に県民フェスタと
奄美パーク２０周年記念事業が開催され，大和浜
集落の豊年祭の伝統芸能の”大和浜の棒踊り”を
披露します。

令和4年９月３０日までの任期となっていました
村教育委員会教育長が９月２１日行われた大和村議
会の人事案で，10月１日付けで,晨原弘久教育長の
再任が承認されました。晨原教育長は，仕事を終え
るとランニングや花壇の手入れを楽しんで行ってい
ます。また，１０月に出場します県民体育大会の水
泳大会に向け,大和小学校,大和中学校の水泳競技を指
導の傍ら,大会記録更新を目標に村民プールで練習に
励んでいます。

宮古崎トンネルの利便性
宮古崎トンネルの開通によって根瀬部と国直を峠越

えすることなく高低差の無い道路で結ばれたことは，
時間と利便性からみると大きな前進であると言えるで
しょう。道路は町を作ると言われますが，このトンネ
ルが大和村の発展に寄与することを期待しています。
ところで隣町である奄美市の中心部に行くのに大和浜
から宮古崎トンネルを含めて７つものトンネルを通過
します。改めて奄美大島は本当に山が多いんだなぁと
いうことを実感しています。
ところで道路建設の歴史を見たら世界で特に古い例

として古代ローマの「ローマ街道」があります。今か
ら約２３００年余り前の紀元前３１２年より建設が始
まったもので，最初はイタリアのローマを起点として
イタリア半島の主要都市を結ぶだけでしたが，ローマ
の支配地域が広がるにつれて地中海周辺の地域にも作
られ，約１５０年後には主要幹線道路は約８万６千km，
全ての道路の総延長は２９万kmにも達しました。道路
を作った目的は緊急時に軍隊や物資を素早く移動させ
るためで，出来るだけ直線で，谷間や山間は橋やトン
ネルを作り，高低差が無いように作られています。表
面を石畳で覆われたその道路は車道と歩道に分かれ，
作り方も細かい規格があり，とにかく頑丈に作られて
いて現在でもその一部が道路として使われているほど
です。１マイル（約１．６km）毎に石柱が建てられて
います。また軍事に関係のない一般人も利用できたこ
のローマ街道は物流などの経済面でも大きく役立って
います。私が凄いなぁと感心するのは，あの時代に今
で言う公道（社会資本）を作るという発想が出て，そ
れを何百年もかけて実行したということです。街道の
メンテナンスも毎年予算を作ってちゃんと行っていま
した。このことが古代ローマ（後のローマ帝国）をあ
れだけ栄えさせたことに繋がっているのかと思います。

宮古崎トンネルのおかげで大和村に多くの人が訪れ，

観光と産業が大きく発展するといいですね。

晨原弘久教育長再任について

村民体育大会 ３年連続 中止
10月30日（日）予

定しておりました村民
体育大会については開
催の中止を決定しまし
た。

（ しげき校長の大和見聞録 ）

生理の貧困について
生理の貧困とは，経済的な理由により生理用品を

購入できないことだけでなく,家庭の事情によって,生
理用品が手に入らないことや,生理によって生じる痛
みへの対処や不快さの解消に対する知識が不足して
いることなども含まれます。大和村においても役場
や学校で生理用品を無料で提供します。支援の必要
な方は大和村役場0997-57-2111までお問い合わ
せください。

毎月１９日は『育児の日』，第３土曜日は『青少年育成の日』，第３日曜日は『家庭の日』


